
Ⅰ　活動の概況

　令和６年度の日本経済は、物価高や人材不足等に加え自然災害の影響を受ける厳しい経営環境にあり

ました。一方で、法人会の組織基盤は、事業者の廃業等で全国的に会員数は減少基調にありました。

　当法人会は「税のオピニオンリーダー」として、税知識の普及、納税意識の高揚、社会貢献活動を柱

にし、魚津税務署をはじめ関係団体とも連携しながら事業運営を行ってまいりました。

　近年は、税務行政のDXに歩調を合わせ「ｅ-Ｔａｘ」の利用促進等の周知及び啓発活動を行いました。

　青年部会は、次代を担う子どもたちに部会員の協力で租税教室を開催し、法人会の基本である税の普

及啓発に努めました。また、女性部会では、税に関する絵はがきコンクールを実施し、税の大切さを広

く普及啓発する活動を展開しました。

Ⅱ　主な事業活動

　１．公益目的事業について

　(１)　税制改正への提言活動

　令和７年度税制改正の提言に向け、全法連からのアンケートを当法人会の税制委員等の役員30

先にご協力をいただき実施いたしました。

　９月開催の全法連理事会では「令和７年度税制改正に関する提言」を決議し、この提言を受けて

、当法人会においても正副会長や税制・税務委員長が地元選出国会議員及び管内市町村を代表して

魚津市長並びに同市議会議長に要望実現に向け支援要請を行いました。

　(２)　社会貢献・税の啓発活動の充実

　　　　当年度も地域に根ざし、地域に貢献する団体「第６回ボランティア団体、ＮＰＯ法人助成金公募　将来の地域社会を担う子どもたちの心身の健全な発達を支援するため、公立図書館に図書購入

　　　事業」は14団体の応募があり、厳正な審査選考により８団体に総額100万円也を第34回定時総会会費の一部を助成すること及び小学生に税に関する各種の教室や広報活動を通じて、広く税の大切

さを深める活動を行いました。

    　場にて贈呈いたしました。①「児童向け図書の購入費用助成」事業

　　　　また、当会青年部会は「租税教室事業」について管内小学校の平成22年度実施希望校31校34学級　　・対象団体：管内８市町村

　　　のうち、26校28学級を担当、生徒数約900名におよび担任の先生方　　・交付団体：１市２町（黒部市、入善町、朝日町）

　　　ご協力とご指導をいただきました。②「租税教育」事業　（青年部会）

　　　　一方、女性部会では「税のマンガ本」「税金クイズ」に加え今年度は全法連にて全国共通の事業　　・管内小学校：28校（前年度20校）で計31回（前年度26回）

　　　「絵ハガキコンクール」を管内小学校16校の５～６年生1,700名に配布、クイズ・絵ハガキ応募数　　・受講児童総数：996名（前年度760名）

③「第15回税に関する絵はがきコンクール」募集事業　（女性部会）

　　　　税制、税務を中心として、経営、労務面や研修会要望アンケート実施によりニーズの多様化に対応　　・管内小学校42校（5～6年生対象）：配布数2,829枚（前年度2,863枚）

　　　実に努めました。　　・絵はがき応募者数：442名（前年度374名）

　　　　また、年間２～４回の特別講演会では国内外の政治、経済、景気等について何れも最新の情報収得　　・絵はがき入選者：40名には各々図書カード贈呈

　(３)　研修活動・講演会活動の充実

　　　した。　会員企業等に各種自己啓発支援事業として、特に税法・税務は法人会事業の根幹とし、講師に

税務当局担当官等のご支援のもと研修内容の充実を図りました。また、税制以外に雇用関連法や
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制度について専門家を招いて研修等を実施しました。

　研修会は、広く市民にも開放しており新聞やホームページにも掲載しPRに努めました。

①　定例研修会　　　　  9回 　233名

②　特別講演会  2回 　171名

③　支部研修会  3回 　 18名　（支部役員会出席者数）

④　青年・女性部会研修会  4回   117名

⑤　新設法人説明会  2回 　 19名

⑥　決算期別研修会  3回 　 50名

⑦　年末調整説明会  1回 　 20名

　　　　　計 24回   628名

　　　   　(前年度25回）    (前年度582名）

　なお、上記中で一般市民の参加者は主として「特別講演会」、その他定例研修会でも参加があり

ました。また、定例研修会の参加者には、「税制改正のあらまし」等の各種冊子を無料で配布いた

しました。

　(４)　広報活動の充実

　 　ホームページ、会報誌を通じて税の啓発に資する情報を提供し、租税教育事業、助成金事業に

ついては、地方紙、ＴＶ局等のマスメディアの協力を得て、知名度向上に努めてきました。

①　会報誌「明日香」は、税法について紹介するなど紙面を一層充実させました。

　なお、全法連発行の「ほうじん」も同時期発行物を同封して送付しており、相乗効果を図りま

　した（公共及び友誼団体窓口等にも同様配布）。

②　ホームページは常時更新に努め、各種広報と共に情報提供や情報公開を逐次行いました。

　２．組織・財政基盤の強化について

　(１)　組織の強化充実

　　　　厳しい経済背景の下で会員加入率55.0％強を目標に支部役員会を繰り返し開催のもと会員増強活動　会員加入数を各支部法人数の1％を目標として、各支部共々増強活動を推進致しました。

　　　を前期後期を通して推進しました。しかしながら、保険３社のご尽力等にもかかわらず、昨年に続き目標値を下回り、下記のとおり

　　　　下記表より目標加入率55.0％未達ながら各支部共々後期には集中した強化活動が展開されました。近年は入会に対して退会が上回り、加入率は40.0％以下で推移しています。

　 　項　　目 　　会 員 数 　　加 入 率

　　　　　　　     令和 ６年 ３ 月 末 　 社 37.7%

　 入　　会 社

   退 　 会 社

脱会 社

解散等 社

転出・合併等 社

休業 社

喪失 社

　　　令和 ７ 年 ３ 月 末 社 36.9%
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　(２)　青年部会・女性部会の充実

　　　　青年部会①　青年部会

　11月に開催された全国青年の集い福井大会での「租税教育活動プレゼンテーション」では、北

陸地区の代表として、魚津法人会の積極的な租税教育活動の取組みを発表しました。

　　　　女性部会②　女性部会

　　　　・第７回異業種交流会の開催　　女性部会のあり方指針に則り、従来より継続中の下記諸事業につき、積極的に進化・発展させ

　　　　　拡充に努めました。

　　　　し合い共感したり納得したり、多方面から意見を聞くことで大きな収穫もあることが狙いです。　・租税教育活動・・・・・・「税に関する絵はがきコンクール」を実施しました。

　　　　・「税を考える週間」に因み管内小学校16校約1,700名を対象に「税のマンガ本」配布、「税金ク　・先進地視察研修会・・・・魚津市のカナタワイナリー、黒部市の皇国晴酒造を視察研修先と

して訪問しました。

　　　　・「税を考える週間」に因み管内小学校16校約1,700名を対象に「税のマンガ本」配布、「税金ク　・会員研修会・・・・・・・今回は、初めての企画で「コーヒーの淹れ方」を開催しました。

　　　　・助成金公募事業２次選考を担当　・地域社会貢献活動・・・・「いちごプロジェクト」、「食品ロス削減の取組み」「使用済切

　　　　　期末部会員数104名　 手の収集」活動の推進を図りました。

　(３)　福利厚生事業について

  　会員各位のご理解により、福利厚生制度保険の受託３社と連携して重点商品であります「経営

　　　活動にて３社共々まずまずの成果であった。者大型保障制度」、「ビジネスガード」、「がん・医療・給与サポート保険」等を中心に制度の

普及啓発活動に努めました。

　また、福利厚生制度50周年の２箇年事業として「想いをつないで50年『会員企業を守りたい』

キャンペーン」を推進しました。

　 大型保障制度保険金・給付金支払状況

　　 備　考

 死亡保険金      （ 大同 ）

 手術給付金      （　〃　）

 入院・通院給付金（  〃  ）

 後遺障害保険金   (ＡＩＧ)

 その他    　　  （　〃　）

　「がん保険制度」支払状況

　金　　　額 　　 備　考

アフラック生命保険株式会社

   合  　   計

　75万円

ＡＩＧ損害保険株式会社

45件

 死  亡  保  険  金

 そ      の      他

   区　　　　分

　  605万円

　 111万円

   合　　　　計

(　令和６年４月　～　令和７年３月　）

111件

4件

    大同生命保険株式会社

 入  院  給  付  金

 診  断  給  付  金

(　令和６年４月　～　令和６年12月末　）

　 200万円

194万円

634万円

24件

9,487万円

8,345万円

   区　　　　分

　  219万円

0件 0万円

38件

 金　　額件　数

313万円


